
ＧＰＳの活用例 

 

いろんなタイプのＧＰＳがあるので、本人の性格や習慣、生活スタイルなどに合わせて、活用し

てみませんか？　普段外に出るときに持ち出すもの、普段身に着けるものを想定し、工夫してみ

ましょう。本体購入費用や初期費用は、補助対象です。 

 

キーホルダータイプ　　 

小さく軽量であるため、鞄の中に入れておいたり、シルバーカーなどに取り付けたりすることが

できます。ボタンを押すと、現在地がアプリに通知されます。 

費用は、本体価格 3,000 円から 10,000 円程度と月額利用料 500 円前後といったものが多

いです。インターネットで購入・レンタルができます。 

 

 

お守りタイプ　　　 

お守りの中にＧＰＳが入っています。お守りなら抵抗なく持つ方も多いので、ポーチや杖などに

取りつけてみてはどうでしょうか。 

キーホルダータイプの GPS を購入し、専用のお守り袋を別途買う方法（1,500 円程度）やお守

り型 GPS としてレンタルをしている会社もあります。（初期費用 5,000 円と月額 2,000 円程

度） 

 

 

　　靴　 

靴の場合、ＧＰＳが内蔵された靴を玄関に 1 足だけ置くようにします。 

購入費用は、10,000 円程度からで、別途月額利用料がかかります。福祉用具を取り扱っている

事業所に紹介してもらう、もしくは、インターネットで購入・レンタルができます。 

※いなべ市役所長寿福祉課に、1 足サンプルがあるので、興味がある方は見ていただけます！ 

 

 

スマートウオッチ 

普段から時計を付けている人は見守りの一つとしてどうでしょうか。 

ＧＰＳが内蔵されているので、位置情報が分かるほか、緊急時の通報機能、健康管理機能なども

あります。ただ、種類によっては、数万円と高額のものもあります。 

 

 

 

     おばあちゃんは、外に出るとき、 

必ずシルバーカーを押していくから、 

シルバーカーにＧＰＳを取り付けたよ！ 

設定エリアの外に出ると、通知がくるから安心


